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商
工
会
青
年
部
（
八
木
沢
淳
部
長
）

は
、
市
浦
ア
ト
ム
保
育
園
（
長
利
友
子

園
長
）
で
保
育
士
、
父
母
の
会
（
笹
山

千
貴
子
会
長
）
ら
と
協
力
し
、
除
雪
を

兼
ね
て
雪
像
作
り
を
行
っ
た
。

昨
年
、
青
年
部
が
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ン
ア
ー
ト
」
と
銘
打
っ
て
雪
像
を
製
作

し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
好
評
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
は
園
児
の
父
母
ら
も
ま

じ
え
て
作
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
避
難

口
の
周
辺
や
屋
根
の
下
な
ど
も
除
雪
し
、

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

園
の
正
門
前
に
完
成
し
た
雪
像
は
、
高
さ
一
・
三
〜
二
ｍ
の
ド
ラ
え

も
ん
や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
ほ
か
、
長
さ
九
ｍ
ほ
ど
の
雪
の
滑
り
台
も
で

き
、
登
園
し
て
き
た
園
児
た
ち
は
大
喜
び
。
色
落
ち
す
る
と
園
長
ら
が

カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
で
補
修
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

月
夜
野
町
、
水
上
町
、
新
治
村
三
商
工
会
が
、
今
年
四
月
に
合
併
し

て
「
み
な
か
み
町
商
工
会
」
に
な
る
に
あ
た
り
、
中
小
企
業
庁
の
「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
た
「
ガ
ラ
ス
の

里
」
計
画
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
事
業
は
昨
年
度
に
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
す
で
に
あ
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
製
品
の
価
値
を
高
め
、
海
外
に
通
用
す
る
ブ

ラ
ン
ド
力
を
確
立
す
る
の
が
狙
い
。
全
国
の
商
工
会
や
商
工
会
議
所
が

名
乗
り
を
あ
げ
、
同
町
の
ガ
ラ
ス
を
は
じ
め
、
北
海
道
・
帯
広
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
育
成
」
や
静
岡
・
浜
松
の
「
と
ら
ふ
ぐ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
」
な
ど
三
一
件
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

み
な
か
み
町
三
商
工
会
で
は
、
風
呂
や
タ
イ
ル
、
瓦
、
耐
熱
食
器
な

ど
の
開
発
も
進
め
、
海
外
に
通
用
す
る
地
場
産
業
を
育
て
、
二
年
後
に

販
売
額
一
〇
億
円
、
五
〇
人
の
新
規
雇
用
に
つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
製
品
は
、
上
越
ク
リ
ス
タ
ル
硝
子
（
後
閑
）
が
作
製
し
、
第

一
弾
の
デ
ザ
イ
ン
を
二
〇
年
来
の
交
流
が
あ
る
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
に
依

頼
。
花
器
は
旅
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
高
さ
約

一
五
㎝
か
ら
五
〇
㎝
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
そ
ろ
え
た
。

国
道
二
九
一
号
沿
い
の
小
荒
井
製
菓
（
湯
原
）
で
は
、
店
舗
内
の
一

角
に
約
五
〇
㎡
の
「
大
正
ロ
マ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
置
し
、
照
明
器

具
や
食
器
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
一
〇
〇
点
を
展
示
・
販
売
し
て
い
る
。

横
五
〇
㎝
、
縦
一
・
八
ｍ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
看
板
は
、
根
津
桐
材

（
月
夜
野
）
が
設
置
し
た
。

Ｊ
Ｒ
上
毛
高
原
駅
や
水
上
駅
な
ど
に
ガ
ラ
ス
の
行
灯
を
並
べ
る
構
想

も
進
み
、
試
作
品
が
完
成
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
グ
ラ
ス
の
普
及
を
は

じ
め
、
各
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
デ
ア
を
事
務
所
に
示
し
て
、
順
次

実
現
し
て
い
く
予
定
。
三
月
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
「
ガ
ラ
ス
の
里
」
の

オ
ー
プ
ン
を
Ｐ
Ｒ
。
子
供
を
対
象
に
し
た
ガ
ラ
ス
作
り
と
、
プ
ロ
の
ガ

ラ
ス
職
人
を
目
指
す
人
の
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
が
目
玉
と
な
っ
た
。

商
工
会
と
淡
路
瓦
工
業
組
合
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
苦
境
か

ら
復
活
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
特
産
の
い
ぶ
し
瓦
を
使
っ
て

屋
根
の
雪
を
溶
か
す
「
融
雪
瓦
」
を
開
発
し
た
。

淡
路
瓦
は
日
本
三
大
瓦
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
震
災
前
は
旧
西
淡

町
（
現
・
南
あ
わ
じ
市
）
を
中
心
に
二
〇
〇
以
上
の
事
業
者
が
操
業
し

て
い
た
。
し
か
し
、
屋
根
の
重
さ
が
家
屋
の
倒
壊
に
影
響
し
た
の
で
は

と
い
う
風
評
被
害
も
あ
り
、
震
災
後
の
売
上
は
半
減
し
て
い
た
。

い
ぶ
し
瓦
は
表
面
の
約
二
ミ
ク
ロ
ン
の
炭
素
膜
が
独
特
の
風
合
い
を

み
せ
る
が
、
電
気
を
通
す
特
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
融
雪
瓦
は
裏
面
に

電
極
と
配
線
を
施
し
、
瓦
そ
の
も

の
を
発
熱
さ
せ
る
仕
組
み
だ
。
発

熱
量
は
瓦
一
枚
で
約
二
〇
Ｗ
、
温

度
は
二
〇
〜
六
〇
℃
く
ら
い
ま
で

調
節
可
能
。

実
証
実
験
を
中
越
地
震
の
被
災

地
・
長
岡
市
に
持
ち
か
け
た
と
こ

ろ
、
木
造
平
屋
建
て
の
集
会
場
を

実
験
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ
、
昨

年
十
二
月
に
は
同
組
合
員
ら
が
現
地
入
り
し
て
屋
根
の
一
部
を
融
雪
瓦

に
付
け
替
え
た
。
融
雪
瓦
の
部
分
に
は
効
果
が
み
ら
れ
た
の
で
、
今
後

も
実
験
を
続
け
、
雪
解
け
効
果
や
使
用
電
力
量
を
数
値
化
し
、
最
適
な

使
用
法
を
探
っ
て
い
く
。

長
岡
市
建
築
住
宅
課
は
「
電
気
代
が
融
雪
瓦
の
カ
ギ
で
は
」
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
商
工
会
で
は
「
寒
冷
地
や
耐
震
工
法
に
適
し
た
瓦
の
開

発
を
進
め
て
き
た
の
で
、
い
ぶ
し
瓦
が
豪
雪
地
帯
で
も
役
立
て
ば
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

商
工
会
が
、
会
員
の

「
得
意
分
野
」「
仕
入
れ
希

望
品
」
な
ど
を
載
せ
た

「
受
注
・
発
注
先
リ
ス
ト
」

の
作
成
を
開
始
し
た
。

こ
れ
ま
で
商
工
会
で
は
、

新
規
加
入
者
の
事
業
所

名
、
業
種
な
ど
を
会
報
誌

で
紹
介
し
て
き
た
が
、
情

報
は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
町
の
人
口
増
加
で
毎
年
一

割
弱
が
入
会
・
脱
会
す
る
な
ど
会
員
の
出
入
り
が
多
く
、
会
員
相
互
の

交
流
を
促
す
た
め
に
企
画
し
た
も
の
。

約
九
〇
〇
の
全
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
す
る
。
金
沢
市
、
白
山
市
な
ど
の
取
引
先
を
は
じ
め
、

身
近
な
販
売
先
、
優
良
な
発
注
先
を
相
互
に
活
用
し
て
事
業
活
性
化
を

図
る
ね
ら
い
。

リ
ス
ト
に
は
、
公
開
に
同
意
し
た
会
員
の
①
主
要
取
扱
品
目
、
②
受

注
希
望
（
得
意
分
野
と
Ｐ
Ｒ
の
ポ
イ
ン
ト
）、
③
発
注
希
望
（
仕
入
れ

た
い
商
品
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
情
報
を
具
体
的
に
掲
載
し
、

事
業
所
名
や
営
業
内
容
な
ど
の
基
本
項
目
、
店
舗
や
事
務
所
な
ど
の
写

真
も
併
せ
て
載
せ
て
い
る
。

二
月
十
五
日
ま
で
掲
載
希
望
者
を
募
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
て
希
望
す
る
会
員
や
事
業
者
に
配
布
す
る
。

商
工
会
の
経
営
指
導
員
･
斉
田
敬
行
さ
ん
は
「
よ
り
多
く
の
会
員
に

賛
同
し
て
も
ら
い
、
事
業
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い
」
と
期
待
を
語
っ

て
い
る
。

青
森
県
　
市
浦
商
工
会
青
年
部

除
雪
を
兼
ね
て
雪
像
製
作

保
育
園
に
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

兵
庫
県
　
西
淡
町
商
工
会

融
雪
瓦
を
雪
国
で
検
証

特
産
「
い
ぶ
し
瓦
」
で
融
雪
屋
根
に

石
川
県
　
野
々
市
町
商
工
会

「
得
意
分
野
」
を
リ
ス
ト
化

会
員
相
互
の
交
流
で
販
路
拡
大

群
馬
県
　
み
な
か
み
町
三
商
工
会

「
ガ
ラ
ス
の
里
」着
々
と

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
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広
島
市
中
区
本
通
に
あ
る
広
島
県
の
特
産
品

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

は
、
二
月
二
日
（
木
）
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。

県
内
三
三
商
工
会
、
五
一
四
加
盟
店
の
共
通

カ
ー
ド
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー

ド
」
を
導
入
、
夢
ぷ
ら
ざ
で
も
買
い
物
を
通
じ

て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
も
の
。

ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
は
、
平
成
九
年
九
月
に
商
工

会
地
域
の
共
通
カ
ー
ド
と
し
て
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会
（
加
島
英
俊
会
長
）
が
、
主
と
し
て

中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
商
工
会
の
商
業
振
興

や
地
域
購
買
力
の
向
上
、
大
型
店
対
策
等
の
観

点
か
ら
導
入
し
た
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、

公
募
に
よ
り
平
和
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
鳩
か
ら
、

「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
」
と
命
名
さ
れ
た
。

同
連
合
会
が
運
営
す
る
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

と
し
て
も
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
商
工
会
地
域
の
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
を
広

く
利
用
で

き
る
よ
う
に

と
導
入
す

る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

商
工
会

地
域
の
ぽ

っ
ぽ
カ
ー
ド

保
有
者
は
、

広
島
市
内

で
も
カ
ー
ド

を
使
え
る
場

所
が
で
き
た

こ
と
で
よ
り

便
利
と
な

り
、
ま
た
、

夢
ぷ
ら
ざ
の

常
連
客
の
間

で
も
「
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参

加
や
カ
ー
ド

を
お
買
物
券

と
し
て
利
用

す
る
な
ど
、

ポ
イ
ン
ト
を

た
め
る
楽
し

み
が
加
わ
っ

た
」
と
評
判
に
な
っ
て
い
る
。

広
島
市
内
で
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
少
な
い

も
の
の
、
導
入
一
〇
日
後
に
は
、
近
隣
の
商
工

会
地
域
の
お
客
様
が
満
点
カ
ー
ド
（
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
五
〇
〇
円
の
お
買
物
券
と
し
て
ご
利

用
）
を
夢
ぷ
ら
ざ
で
利
用
し
た
り
、
ま
た
、
導

入
か
ら
一
週
間
で
三
〇
〇
名
を
超
え
る
カ
ー
ド

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
夢
ぷ
ら
ざ

で
は
「
今
後
と
も
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
販
売
促
進
を
計
画
し
て
い
き
た
い
」
と
、

新
た
な
事
業
展
開
へ
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
は
、
全
国
的
に
も
ユ

ニ
ー
ク
な
地
域
還
元
事
業
と
し
て
、
お
客
様
が

満
点
カ
ー
ド
（
五
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
・
五
〇
〇
円
）

で
買
物
す
る
と
、
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
を
お
客

様
の
指
定
さ
れ
た
小
中
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

助
成
す
る
「
教
育
助
成
制
度
」
も
あ
り
、
関
係

者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

県
商
工
会
連
合
会
（
清
家
孝
会
長
）
は
、
国
内
外
で

通
用
す
る
地
域
特
産
品
の
育
成
を
目
的
に
、
全
国
商
工

会
連
合
会
な
ど
が
実
施
す
る
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
県
産
ハ
ー
ブ
を
使

っ
た
高
級
惣
菜
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
こ
の
ほ
ど
試
作
品
が
完
成
し
た
。

「
焼
酎
や
ワ
イ
ン
に
合
い
、
和
風
テ
イ
ス
ト
の
ア
ン
テ

ィ
パ
ス
タ
（
イ
タ
リ
ア
料
理
の
前
菜
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
県
産
の
食
材
、
数
種
類
の
ハ
ー
ブ
と
焼
酎
な
ど
を

調
合
し
た
特
製
タ
レ
を
隠
し
味
に
使
っ
た
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
酒
楽
創
菜
」（
し
ゅ
ら
く
そ
う
ざ
い
）
の
商
標
で
ブ
ラ

ン
ド
展
開
を
め
ざ
す
。

「
ス
ッ
ポ
ン
ス
ー
プ
」「
ブ
リ
の
ユ
ズ
ゴ

シ
ョ
ウ
づ
く
り
」「
イ
ワ
シ
の
オ
イ
ル
漬

け
」
「
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
鶏
肉
煮
込
み
」

「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
カ
レ
ー
デ
ィ
ッ
プ
」

「
タ
コ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
な
ど
一
〇
点

で
、
当
面
は
数
点
を
詰
め
合
わ
せ
た
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
で
首
都
圏
の
百
貨
店
・
ホ
テ
ル
な
ど
に
売
り

込
む
。

参
画
し
た
の
は
、
ハ
ー
ブ
加
工
・
販
売
を
手
が
け
る

フ
ァ
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ズ
（
大
分
市
）、
商
工
会
地
域
の

食
品
関
連
企
業
六
社
で
、
そ
の
商
品
や
技
術
を
活
用
し

た
。輸

出
を
視
野
に
入
れ
、
一
月
に
は
香
港
・
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
市
場
調
査
を
実
施
し
、
二
月
に
は
見
本
市

「
東
京
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」
に
出
展
し
、
小
売
業
者
ら
の
反

応
を
探
っ
た
。
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ズ
社
の
高
野
済

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
と
、「
素
材
の
よ
さ
を
引
き
出
す
ハ
ー
ブ

の
香
り
の
調
整
が
決
め
手
」
と
い
う
。

商
工
会
は
今
年
か
ら
、
希
望

者
の
申
し
込
み
に
応
じ
て
「
母

乳
せ
っ
け
ん
」
作
り
を
本
格
的

に
開
始
す
る
。
依
頼
主
の
母
親

か
ら
母
乳
一
二
五
ml
を
冷
凍
し

て
送
っ
て
も
ら
う
と
、
オ
リ
ー

ブ
油
・
コ
コ
ナ
ツ
油
・
パ
ー
ム

油
な
ど
を
混
ぜ
、
約
一
リ
ッ
ト

ル
の
せ
っ
け
ん
が
で
き
る
。

二
〇
〇
四
年
に
商
工
会
で
は

地
元
産
大
豆
で
「
豆
乳
せ
っ
け

ん
」
を
商
品
化
し
、
〇
五
年
に

は
「
第
一
九
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国

む
ら
お
こ
し
展
特
産
品
コ
ン
テ

ス
ト
」
非
食
品
部
門
で
全
国
連

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
研
究
の
際
に
職
員
が

「
母
乳
せ
っ
け
ん
」
の
作
り
方

を
知
っ
た
の
が
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
〇
四
年

夏
か
ら
試
作
を
始
め
、
〇
五

年
ま
で
に
二
家
族
の
希
望
で

母
乳
せ
っ
け
ん
を
製
造
し
た
。

母
乳
せ
っ
け
ん
は
泡
立
ち
が

超
微
粒
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
に

優
し
い
。
国
内
で
は
こ
れ
ま
で

個
人
が
作
っ
て
い
た
と
い
う
が
、

商
工
会
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
手
作

業
で
加
工
し
、
四
〇
日
間
自
然

乾
燥
さ
せ
て
完
成
す
る
。
無
香

料
、
無
着
色
、
保
存
も
二
〇
年

ほ
ど
可
能
。

子
育
て
の
夢
と
愛
を
形
に
残

す
母
乳
せ
っ
け
ん
は
、
村
特

産
・
根
羽
ス
ギ
の
化
粧
箱
に
入

れ
、
村
の
四
季
を
伝
え
る
花
木

を
添
え
て
発
送
さ
れ
る
。
一
つ

五
〇
〇
〇
円
。

広
島
県
　
商
工
会
連
合
会

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
が
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
導
入

「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
」
で
楽
し
く
お
買
い
物

特
産
品
の
お
茶
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、

商
工
会
女
性
部
（
中
西
貞
部
長
）
は
茶
殻

を
利
用
し
た
枕
を
作
り
、
町
内
の
特
別
養

護
老
人
セ
ン
タ
ー
（
山
下
晃
施
設
長
）
を

訪
れ
て
贈
呈
し
た
。

中
西
さ
ん
の
祖
母
が
作
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
な
が
ら
作
っ
た
枕
は
、
部
員
ら

が
茶
殻
を
捨
て
ず
に
天
日
で
三
〜
五
日
間

ほ
ど
乾
燥
さ
せ
、
茶
殻
七
〇
〇
ｇ
と
茶
の

実
三
〇
〇
ｇ
を
詰
め
て
作
る
。
お
茶
の
香

り
と
茶
の
実
の
ほ
ど
よ
い
硬
さ
で
、
心
地

よ
い
仕
上
が
り
。

「
い
い
香
り
に
包
ま
れ
て
長
生
き
し
て
ほ

し
い
。
今
後
と
も
地
場
産
業
活
性
化
の
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
き
た
い
」

と
中
西
さ
ん
ら
は
語
っ
て
い
た
。

三
重
県
　
度
会
町
商
工
会
女
性
部

お
茶
を
活
用
、茶
殻
で
枕

老
人
施
設
に
寄
贈

大
分
県
　
商
工
会
連
合
会

「
酒
楽
創
菜
」
ブ
ラ
ン
ド
展
開

県
産
ハ
ー
ブ
で
高
級
惣
菜
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
に

長
野
県
　
根
羽
村
商
工
会

「
母
乳
せ
っ
け
ん
」い
か
が

豆
乳
せ
っ
け
ん
に
続
き
生
産
開
始
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商
工
会
（
稲
垣
輝
夫
会
長
）
の
青
年

部
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）「
Ｓ
ｅ
ａ
Ｗ

ｉ
Ｎ
Ｚ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

ウ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ブ
ロ
ー

ド
カ
ー
ト
の
普
及
事
業
な
ど
を
行
う
た

め
の
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養

成
事
業
や
、
青
少
年
の
育

成
事
業
、
地
域
環
境
の
保

全
・
美
化
運
動
な
ど
も
手
が

け
る
。
現
在
、
会
員
数
は
青

年
部
員
や
一
般
市
民
な
ど
一

九
名
で
、
理
事
長
に
は
前
青

年
部
部
長
の
篠
塚
栄
一
氏

が
就
任
し
た
。

ブ
ロ
ー
ド
カ
ー
ト
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
新

し
い
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー

ツ
。
三
輪
の
台
車
に
帆
を
つ
け
て
、
風

を
受
け
て
時
速
二
〇
〜
三
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
砂
浜
を
駆
け
る
ス
ポ
ー
ツ
。
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
が
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

波
崎
地
区
は
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
海
岸
線
が
続
い
て
い
て
、
年
間

を
通
じ
て
六
メ
ー
ト
ル
の
風
が
吹
き
、

ブ
ロ
ー
ド
カ
ー
ト
に
適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
普

及
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ブ
ロ
ー
ド
カ
ー
ト
の
普
及
を
通
じ
て
、

市
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
研
修
会
や
講
習
会
を
活
発
に
行

い
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
期
間
、

一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
体
験
教
室
を

開
き
、
指
導
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
三
名
の
青
年
部
員

が
あ
た
っ
て
い
る
。

現
在
、
ブ
ロ
ー
ド
カ
ー
ト
の
ク
ラ
ブ

が
あ
る
の
は
、
神
栖
市

の
ほ
か
沖
縄
県
、
千
葉

県
だ
け
だ
が
、
Ｓ
ｅ
ａ

Ｗ
ｉ
Ｎ
Ｚ
で
は
今
年
十

月
に
関
東
大
会
の
開
催

を
目
指
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
二
〇
〇
七
年
に

は
、
世
界
規
模
の
大
会

を
目
指
し
、
環
境
と
人

材
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
計
画
。

商
工
会
青
年
部
（
近
藤
政
晴
部
長
）
は
、
全

国
で
子
ど
も
を
狙
っ
た
事
故
が
相
次
ぎ
、
小
学

校
の
子
ど
も
を
持
つ
会
員
も
多
い
こ
と
か
ら
、

一
月
に
「
こ
ど
も
を
見
守
り
隊
」
を
結
成
。
町

内
の
小
学
校
・
中
学
校
を
対
象
に
、
揃
い
の
ジ

ャ
ン
パ
ー
を
着
て
下
校
時
間
に
通
学
路
な
ど
の

警
戒
に
当
た
っ
て
い
る
。

一
月
九
日
に
は
野
村
小
学
校
（
上
甲
和
博
校

長
）
で
発
足
式
が
行
わ
れ
、
近
藤
部
長
が
「
何
か

あ
っ
た
ら
私
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
、
児
童
代
表
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
、
商
工
会
会
員
の
自
宅
に
も
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
　
私
達
は

子
供
達
を
守
り
ま
す
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
近
藤
部
長
は
「
青
年

部
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
気
運
を
高
め
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

商
工
会
女
性
部
由
利
支
部
（
橘
明
子
支
部
長
）
は
、
一
月
二
十
五
日
、
市

内
の
由
利
中
学
校
を
訪
れ
、
三
年
生
に
菅
原
神
社
の
お
守
り
を
贈
呈
し
た
。

こ
の
お
守
り
は
、
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
を
祀
っ
た
同
神
社
の
お
祓

い
を
受
け
た
お
札
を
、
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
が

真
心
を
込
め
て
縫
っ
た
お
守
り
袋
に
入
れ
て
完

成
し
た
も
の
で
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
志
望
高
校
合
格
を
祈
願
し
、
地
域
を
明

る
く
元
気
に
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
。

五
六
人
の
生
徒
を
代
表
し
て
お
守
り
を
受
け

取
っ
た
安
部
竜
也
さ
ん
は
、「
地
域
の
た
く
さ

ん
の
方
に
応
援
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
た
。

茨
城
県
　
波
崎
商
工
会
青
年
部

ブ
ロ
ー
ド
カ
ー
ト
普
及
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

海
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
、
大
会
も
め
ざ
す

商
工
会
は
、
平
成
十
六
年
十
月
に
県
北
地
方
振
興

局
な
ど
が
開
い
た
「
う
ま
い
も
の
発
見
！
け
ん
ぽ
く

秋
ま
つ
り
」
の
ふ
る
さ
と
自
慢
ア
イ
デ
ア
弁
当
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
商
品
化
し
た
。

県
の
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
補
助
を
受
け

て
進
め
て
い
た
も
の
で
、
一
月
十
七
日
、
会
員
ら
が

組
織
す
る
松
川
弁
当
商
品
化
委
員
会
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
弁
当
「
八
丁
目
宿
」「
八
丁
目
宿
味
彩
弁
当
」

が
完
成
。
商
工
会
館
で
委
員
会
委
員
ら
約
一
〇
人
が

参
加
し
て
披
露
会
が
開
か
れ
た
。

「
八
丁
目
宿
」
は
、
地
元
の
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
ケ
ノ

コ
、
県
産
の
エ
ゴ
マ
豚
を
使
っ
た
煮
豚
な
ど
が
お
か

ず
で
、
価
格
は
九
〇
〇
円
（
税
込
み
）。「
八
丁
目
宿

味
彩
弁
当
」
は
、
ワ
ラ
ビ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
に
イ
ク

ラ
や
エ
ビ
を
添
え
た
夏
期
限
定
商
品
で
、
値
段
は
七

五
〇
円
（
税
込
み
）。
い
ず
れ
も
、
松
川
町
産
の
無

農
薬
で
栽
培
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
い
る
。

寺
島
文
英
委
員
長
は
、「
昨
年
四
月
か
ら
協
議
を

重
ね
、
す
ば
ら
し
い
弁
当
が
完
成
し
た
。
広
く
Ｐ
Ｒ

し
た
い
」
と
語
っ
て

お
り
、
道
の
駅
、
福

島
松
川
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
販
売
す

る
予
定
。

愛
媛
県
　
野
村
町
商
工
会
青
年
部

「
こ
ど
も
を
見
守
り
隊
」
発
足

青
年
部
が
児
童
の
安
全
支
え
る

秋
田
県
　
由
利
本
荘
市
商
工
会
女
性
部

お
守
り
袋
で
合
格
志
願

地
域
の
未
来
の
希
望
を
込
め
て

福
島
県
　
松
川
町
商
工
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
で
町
お
こ
し

ふ
る
さ
と
の
ア
イ
デ
ア
と
食
材
生
か
し
て


